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第

二
回

シ

ン
ポ

ヘ
の
お
誘

い

―
―
み
ど
り
の
江
の
島
で

″集
い
、
語
り
、
生
み
出
す
、

女
た
ち
の
熱
い
三
十
時
間
″
に
参
加
し
よ
う
′
―
―

会
報
五
号
お
よ
び
八
号
で
お
知
ら
せ
し
た
通

り
、
第
二
回

「
女
性
に
よ
る
老
人
問
題
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
」
が
、
い
よ
い
よ
来
た
る
九
月
八
日
（土
）

九
日
（日
）
の
両
日
、
神
奈
川
県
立
婦
人
総
合
セ

ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
。

（
主
催
・
神
奈
川
県
・

高
齢
化
社
会
を
よ
く
す
る
女
性
の
会
、
後
援

・
生
命

保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
、
協
力
・
か
な
が
わ
女
性
会
議
）

過
去
三
回
と
同
様
に
、
今
回
も
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
や
講
演
会
、
テ
ー
マ
別
分
科
会
な
ど
を
設
け

て
、
大
い
に
学
び
か

つ
語
り
合
い
、
高
齢
化
社

会
が
か
か
え
る
諸
問
題
に
つ
い
て
の
認
識
を
深

め
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
今
回
は
さ
ら
に

文
化
と
教
育
と
い
う
観
点
か
ら
、
高
齢
化
社
会

に
お
け
る
女
性
の
生
き
方
を
総
合
的
に
考
え
る

″
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
″
を
企
画
し
た
。

こ
れ
ま
で

″老
い
″
は
、
と
か
く
暗
い
深
刻

な
イ
メ
ー
ジ
で
と
ら
え
ら
れ
勝
ち
だ

っ
た
。
が
、

″
人
生
八
十
年
″
時
代
を
迎
え
て
、
私
た
ち
は

も

っ
と
積
極
的
に
明
る
い
老
後
の
文
化
を
拓
い

て
ゆ
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
介
護

や
果
け
の
問
題
へ
の
対
処
と
同
時
に
、
自
身
の

老
後

へ
の
新
た
な
展
望
を
も
つ
べ
き
で
は
な
い

か
。
そ
う
い
う
意
味
で
今
回
は
、
こ
れ
か
ら
の

女
性
の
生
き
方
に

一
家
言
を
も
つ
作
家
や
評
論

家
を
中
心
に
充
実
し
た
話
し
合
い
を
行
う
シ
ン

ポ
や
座
談
会
な
ど
の
ほ
か
に
嫁
と
姑
が
ホ
ン
ネ

で
語
り
合
い
、
日
ご
ろ
の
思
い
を
晴
ら
す
場
も

設
定
し
た
。
ま
た
個
別
な
相
談
事
や
悩
み
を
打

あ
け
る
相
談
コ
ー
ナ
ー
や
五
十
代
か
ら
七
十
代

ま
で
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
メ
イ
ク
ア
ッ
プ
を
楽

し
む
催
し
、
さ
ら
に
は
お
料
理
や
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
な
ど
各
種
教
室
も
設
置
さ
れ
て
い
る
。

い
わ
ば
高
齢
化
社
会
の
問
題
点
を
多
角
的
に

考
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
盛

っ
た
総
合
大
学
に
、

二
日
間
だ
け
入
学
し
た
よ
う
な
つ
も
り
で
、
老

後
の
文
化
と
教
育
に
つ
い
て
の
こ
の
″大
学
祭
″

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
、
と
い
う
の
が
企

画
側
の
意
図
で
あ
る
。
ど
う
ぞ
皆
さ
ま
、
学
ぶ

と
共
に
楽
し
み
、
語
ら
う
た
め
の
絶
好
の
機
会

を
お
見
逃
し
な
く
ノ

第 2回 シンポ風景
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な
お
、
こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
無
料
、
自

由
参
加
で
す
。
ど
う
ぞ
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
下
さ
い
。
内
容
と

一
覧
表
は
以
下
の
通

り
で
す
。

分

科

会

①

ｌ
ｌ
地
域
で
老
い
を
支
え
る

担
当
者
、
沖
藤
典
子
、
村
田
正
子
は
か
。
保

健
婦
さ
ん
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
報
告
と
問
題

提
起
を
も
と
に
、
地
域
で
ど
の
よ
う
に
老
い
を

支
え
う
る
か
を
話
し
合
う
。

②

ｌ
ｌ
高
齢
化
社
会
と
家
族

担
当
者
、
日
下
部
袴
代
子
、
高
見
沢
た
か
子
、

松
村
満
美
子
、
村
田
博
、
吉
沢
久
子
。　
一
般
参

加
者
と
膝
を
ま
じ
え
て
、
高
齢
化
社
会
に
お
け

る
家
族
の
あ
り
方
を
問
う
。

③

ｌ
ｌ
自
立
で
き
る
生
活
設
計

担
当
者
、
島
田
と
み
子
、
清
水
和
子
、
藤
井

治
枝
ほ
か
。
老
後
の
経
済
設
計
と
生
き
甲
斐
の

問
題
を
具
体
例
に
沿

っ
て
討
議
す
る
。

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
高
齢
化
社
会
を
支
え
る
教
育
と
文
化
」
を

テ
ー
マ
に
、
黒
井
千
次
、
俵
崩
子
、
長
洲

一
二

の
諸
氏
と

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
樋
口
恵
子
代
表

が
提
言
を
行
う
。

公

開

座

談

会

金
森
ト
シ
エ
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
館
長
の
司

会
で
青
木
雨
彦
、
佐
藤
愛
子
、
樋
口
恵
子
の
各

氏
が
、
そ
れ
ぞ
れ

″
熟
年
″
の
意
味
と
楽
し
さ

を
縦
横
に
語
り
合
う
。

お
し
ゃ
れ
コ
ー
ナ
ー

】ν
ヨ
・
一　
い
ｏ
「
”
ｏ
一　
■
０
ヨ
”
コ
　
‐―
‐
女
ら
し

さ
を
忘
れ
ず
に
い
つ
ま
で
も
美
し
く

１
１
を
合

い
言
葉
に
、
河
野
美
智
子
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
快
心

作
を
身
に
ま
と
い
登
場
す
る
の
は
、　
″
主
張
す

る
モ
デ
ル
″
を
自
称
す
る
五
代
利
矢
子
、
俵
崩

子
、
中
村
智
子
、
樋
口
恵
子
、
深
沢
淑
子
ら
の

面
々
。
ほ
か
に
化
粧
、
髪
形
に
つ
い
て
も
ア
ド

ヴ

ァ
イ
ス
す
る
。

語
り
合
お
う
嫁
と
姑

ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
と
い
う
ア
ン
ケ
ー
ト
機
器
を

使

っ
て
、
統
計
だ
け
で
な
く
、
嫁
と
姑
が
腹
蔵

な
く
話
し
合
い
、
高
齢
化
社
会
を
共
に
生
き
る

知
恵
を
出
し
合
う
。

総

〈
口

相

談

今
回
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
目
玉
商
品
の

一

つ
。
高
齢
化
社
会
に
対
処
す
る
た
め
の
あ
ら
ゆ

る
悩
み
、
相
談
に
、
専
門
家
が
個
別
に
、
ま
た

連
携
し
合

っ
て
回
答
す
る
。
担
当
は
法
律

（渥

美
雅
子
、
井
田
恵
子
、
金
住
典
子
）
、
身
上

（神

谷
愛
子
、
谷
嶋
陽
子
）
、

生
活
設
計

（金
谷
千

都
子
、
徳
永
三
千
枝
）
、　
年
金

（島
田
と
み
子
、

久
野
万
太
郎
、
生
命
保
険
文
化
セ
ン
タ
ー
、
貯

蓄
推
進
本
部
）
ほ
か
。

ミ

ニ
講

談

会

生
活
の
面
か
ら
は
、　
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ァ
と
い

う
最
新
の
技
術
と
高
齢
化
社
会
の
関
係
を
五
代

利
矢
子
氏
が
、
ま
た
老
後
の
経
済
を
福
祉
と
関

連
さ
せ
て
高
原
須
美
子
氏
が
語
り
か
け
る
。

ほ
か
に
映
画

・
ビ
デ
オ
（劇
映
画

「ジ
ュ
リ
こ

予
定
ほ
か
）
、　
二
世
帯
住
宅
や

一
人
住
い
の
た

め
に
専
門
建
築
家
が
相
談
に
当
た
る
住
宅
パ
ネ
ル

展
、
ナ
ー
シ
ン
グ
ベ
ッ
ド
や
介
護
器
具
の
展
示

と
ア
ド
バ
イ

ス
、　
二
つ
の
料
理
教
室
、
ジ
一

ズ
ダ
ン
ス
教
室
、
老
人

・
婦
人
問
題
に
つ
い
て
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Ю :00  11100  12i00  13iOo  14:00  15:00  16:Oo 17:00

９

月

８

日

（
土
）

10:30 J科 会 |

I 地域で老いを支える
(第 1研修室 )

I 高齢化社会と家族
(会議室 1)

皿 自立できる生活設計
(会議
=2,3)

(ホ ール)
(パネラー)黒井千次

俵 蒻子
長洲一二

(コ ーディネーター)

を支える

教育と文化 "

樋口恵子 (評論家 )

＞

家

＞

家

論

事

酢

僻

蜘

15:30

/電、堤露む製
n

高齢者のための
さしくできる^
シー料理

12:0な
試 食 会

10:00

1総合相談 (法律,身上,生活設計,年金 ,
高齢化社会と住宅・パネル・ 相談コーナー

_介護 。福祉器具展 (福祉第 1技能研修室 )

メおとしよりをとりまく, くらしの危険 "

10130高 齢化社会を考える映像展 (視聴

力としよりの作品展 (集会室)

図書特別展示 (婦人図書館)

や

おしや了しコーナー (ホ ール ,

8なす
~)脳
養菫章

17:30

(コ ーディ
ネーター)

語り合おう′嫁と姑

(第 1研究室 )

一̈
沖藤典子

(2F展 示コーナー)

ネヾル展 (消費者テス ト室)

覚室)映 画「ジュリア」他 15:00

中 /縁込象菫「

９

日

（
Ｂ
）

10:30 座 談 会  (ホ ール)
“熟年に乾不 "(仮称 )
(ゲス ト)佐藤愛子 (作家 )

樋口恵子
(評論家 )

青木雨彦
(コ ラムニスト)

5誕υ 金森トシエ

12:30

13:C

ミニ講演会 (第 1研修室)
・ 老齢化社会とコン

ピューター "

五代利矢子
“老いを支える福祉と経済 "

15:00

13:00

止器具 (第 1技能),

室),図書 (図書館)

]「 ジュリア」他

15:00

０
解一錮
　
一諭一址一

相 談 (生涯学習室 )

晨示 住宅 (展示コーナー),ノ
くらしのパネル展 (消費

LIL会 を考える映像展 (視聴覚

ンよりの作品展 (集会室 )

一出一一珈一　一
の
図
書
展
示
も
あ

っ
て
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
全
館

が
、
こ
の
催
し
の
た
め
に
開
放
さ
れ
る
。
な
お

老
い
を
か
か
え
た
参
加
者
が
各
自
の
体
験
を
交

換
す
る
語
り
合
い
コ
ー
ナ
‥

（和
室
予
定
）

も

設
け
て
い
ま
す
。
分
科
会
で
語
り
残
し
た
こ
と
、

日
ご
ろ
の
悩
み
や
苦
労
の
分
か
ち
合
い
な
ど
、

全
国
の
同
じ
問
題
に
直
面
す
る
方
々
と
の
ふ
れ

あ
い
を
深
め
て
下
さ
い
。

情
報
交
換
コ
ー
ナ
ー
ヘ
ど
し
ど
し
情
報
を
′

老
後
の
問
題
を
話
し
合
う
だ
け
で
な
く
、
実

際
に
在
宅
介
護
や
老
人
給
食
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動

・
グ
ル
ー
プ
活
動
を
行

っ
て
い
ら

っ

し
ゃ
る
方
々
の
交
流
の
契
機
を
こ
の
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
で
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
機
関
紙

や
会
報
、
最
近
の
活
動
を
記
し
た
メ
モ
、
あ
る

い
は
名
刺

一
枚
、
私
信

一
通
で
も
結
構
で
す
。

八
日

ｏ
九
日
両
日
の
内
に
情
報
交
換
コ
ト
ナ
ー

ま
で
お
寄
せ
下
さ
る
か
、
直
接
お
立
ち
寄
り
下

さ
い
。

（担
当
　
平
出
田
鶴
子
神
奈
川
県
在
住
会
員
）

懇
親
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？
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こ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
第

一
日
目
を
終
了
後

（午
後
六
時
半

―
―
八
時
、
於
会
議
室
）
、　
懇

親
パ
ー
テ
ィ
を
開
き
ま
す
。
ゲ
ス
ト
の
方
々
と

会
か
ら
は
樋
口
代
表
を
は
じ
め
理
事

・
会
員
多

数
、
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
と
か
な
が
わ
女
性
会

議
か
ら
も
大
勢
の
方
々
が
ご
参
加
下
さ
る
は
ず

で
す
。
グ
ラ
ス
を
傾
け
な
が
ら
、
ま
た
江
の
島

の
夕
景
を
眺
め
な
が
ら
、
じ
か
に
親
し
く
語
り

合
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
　

（会
費
、
三
千
円
）

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
運
営
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募

集
こ
れ
ま
で
に
な
か

っ
た
大
が
か
り
な
催
し
で
、

会
で
は
、
と
り
わ
け
人
手
不
足
に
悩
ん
で
お
り

ま
す
。
交
通
費
程
度
し
か
お
払
い
で
き
ま
せ
ん

が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
志
望
の
方
は
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
下
さ
い
。

※
な
お
、
催
し
に
よ

っ
て
は
会
場
の
都
合
に
よ

り
、
人
数
制
限
の
あ
る
催
し
が
出
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
全
館
使
用
で
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

で
す
の
で
、
他
の
催
し
の
方

へ
ご
参
加
い
た
だ

く
よ
う
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
節
は

ご
了
承
の
ほ
ど
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

-

老
境
に
あ
る
グ

ル
ー
プ
の
悩
み

（
東
京
）

相
沢
よ
し

お
婆
さ
ん
の
離
婚
物
語

（
千
葉
）

中
島
ひ
さ

家
族
と
私

（
広
島
）

原
野
愛
子

選
考
経
過
は
、
そ
の
都
度
会
報
で
お
知
ら
せ

し
た
と
お
り
、
予
想
を
は
る
か
に
上
回
る

一
三

四
篇
の
応
募
、
し
か
も
ほ
と
ん
ど
が
制
限
枚
数

い
っ
ぱ
い
の
五
〇
枚
を
使
い
き

っ
た
力
作
揃
い

で
、
選
考
委
員

一
同
嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
た
次

第
で
し
た
。
そ
の
た
め
選
考
が
大
幅
に
遅
れ
、

と
う
と
う

一
年
が
か
り
の
作
業
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
こ
と
を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

内
部
の
最
終
選
考
に
残

っ
た
の
が
二
三
篇
、

選
者
と
し
て
と
く
に
お
願
い
し
た
田
中
寿
美
子
、

吉
沢
久
子
両
理
事
と
、
谷
川
俊
太
郎
氏
（詩
人
）

の
ご
選
考
を
経
て
上
記
の
よ
う
な
結
果
と
な
り

ま
し
た
。
当
日
は
選
者
を
代
表
し
て
吉
沢
久
子

先
生
が
ご
出
席
、

「
甲
乙

つ
け
が
た
い
力
作
揃

い
で
、
老
い
を
生
き
老
い
を
支
え
る
日
常
の
実

感
が
あ
ふ
れ
出
て
い
て
感
銘
を
受
け
た
」
と
感

想
を
語

っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

公

募

作

文

の

入

賞

決

ま

る

六
月

一
六
日

「
老
人

っ
て
何
？
こ

の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
に
引
き

つ
づ
い
て
、
高
齢
化
社
会
を
よ

く
す
る
女
性
の
会
設
立
記
念
に
公
募
し
た
手
記

の
入
選
者
発
表
と
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

入
選
の
栄
に
輝
い
た
方
々
は
左
記
の
と
お
り
で

す
。

∧
最
優
秀
作
∨
二
篇

家
族
と
私

（
東
京
）
　

柴
田
ゆ
り

老
人
介
護
と
就
業
の
間
で
揺
れ
て

（
京
都
）

斉
藤
香
穂
里

∧
優
秀
作
Ｖ
三
篇

老
い
て
男
の
自
立

（
東
京

）

室
谷
　
幸

母
の
老
後
と
私
の
老
後

（
埼
玉
）

月
村
冴
子

あ
え
て

一
人
暮
し
を
選
ぶ

（
北
海
道
）

細
田
そ
の
子

∧
佳
　
作
Ｖ

私

（）
夢
　
（
東
京
）
　

伊
藤
み
よ
子

職
場
と
家
庭
を
両
立
さ
せ
て

（
京
都
）

内
藤
利
子

明
日
に
向

っ
て
頑
張
ろ
う

（
東
京
）

三
宅
シ
ズ

エ

-
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賞
品
等
何
の
見
返
り
も
な
い
、
清
く
貧
し
き

わ
が
会
の
企
画
で
す
か
ら
、
本
来
賞
状

一
枚
の

表
彰
式
と
な
る
は
ず
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
文
化

出
版
局
の
ご
好
意
で
図
書
券

（最
優
秀
作
各
一
万

円
、
優
秀
作
各
五
千
円
、
佳
作
各
三
千
円
）
、
当
会

の
前
田
恒
子
監
事

（乳
業
協
議
会
事
務
局
長
）か
ら

乳
製
品
の
提
供
を
い
た
だ
き
、
思
い
が
け
ず
豪

華
な
表
彰
式
と
な
り
ま
し
た
。
入
賞
者
を
代
表

し
て
、
柴
田
ゆ
り
さ
ん
、
室
谷
幸
さ
ん
が
ス
ピ

ー
チ
。
室
谷
さ
ん
に
つ
い
て
は
六
月

一
六
日
付

朝
日
新
聞

（東
京
本
社
版
）
に
詳
報
さ
れ
た
の
で
、

ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

大
ぜ
い
の
方
々
の
ご
協
力
で
和
や
か
に
表
彰

式
を
終
わ
り
、
こ
れ
か
ら
会
報
の
手
記
臨
時
増

刊
号
の
編
集
に
か
か
り
ま
す
。
実
は

「
手
記
を

そ
の
ま
ま
全
部
読
み
た
い
」

「
全
篇
掲
載
し
た

本
は
で
き
な
い
か
」
な
ど
の
ご
要
望
が
会
員
内

外
か
ら
あ
り
ま
し
た
。
手
記
の
版
権
は
当
会
に

属
し
て
い
る
も
の
の
、
入
選
発
表
に
あ
た

っ
て

ご
家
族
か
ら
ク
レ
ー
ム
が
出
た
り
、
急
き
ょ
ペ

ン
ネ
ー
．ム
に
切
り
替
え
た
方
が
何
人
か
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
が
い
か
に
真
実
で
あ
ろ
う
と
、
公

表
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
本
人
と
周
囲
の
方
々

の
人
間
関
係
が
悪
化
す
る
こ
と
は
当
会
の
本
意

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を

十
分
に
尊
重
し
な
が
ら
慎
重
に
編
集
を
す
す
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

生
原
稿
を
全
部
見
せ

ろ
と
い
う
ご
要
望
に
は
応
じ
か
ね
ま
す
。
ぼ
お
、

会
報
臨
増
号
の
ほ
か
に
、

で
き
る
だ
け
多
く
の

手
記
を
発
表
で
き
る
よ
う
、
出
版
社
と
も
交
渉

を
始
め
て
い
ま
す
。
ほ
ん
と
う
に
長
い
あ
い
だ

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
ｏ

（
Ｋ

ｏ
Ｈ
）

／
一

日
生
財
団
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
お
知
ら
せ

日
本
生
命
財
団
か
ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
２．
世

紀
高
齢
社
会
へ
の
対
応

―
―
社
会
的

・
医
学
的

方
途
を
探
る
」
へ
の
ご
案
内
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
出
席
ご
希
望
の
方
は
、
当
会
事
務
局
へ
電

話
な
い
し
葉
書
で
お
申
込
み
下
さ
い
。
日
生
財

団
か
ら
招
待
券
を
お
送
り
し
ま
す
。
概
要
は
左

記
の
と
お
り
で
す
が
、
第

一
日
目
に
は
、
当
会

理
事
の
福
武
直
、
三
浦
文
夫
、
袖
井
孝
子
三
氏

が
登
壇
な
さ
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

９
月
１５
日

（土
）
午
前
１０
時
―
午
後
６
時

基
調
講
演

・
福
武
直
　
第

一
部
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
２．
世
紀
の
高
齢
社
会
は
い
か

な
る
社
会
か
」
森
岡
清
美
他
、
第
二
部

「
高
齢

社
会

へ
の
社
会
的
対
応
」
三
浦
文
夫

・
袖
井
孝

子

・
沢
見
康

一
他

９
月
１６
日

（日
）
午
前
１。
時
―
午
後
５
時
半

「
高
齢
社
会
の
保
健

・
医
療
」
原
沢
道
美
、

長
谷
川
和
夫
、
入
来
正
窮
他
、
主
と
し
て
大
学

医
学
部
教
授

場
所

・
日
生
劇
場

（東
京
都
千
代
田
区
有
楽

町

一
ノ

一
ノ
一
）
交
通
＝
地
下
鉄
日
比
谷
駅
下

車
⑬
出
口
ま
た
は
国
電
有
楽
町
駅
下
車
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一
二
回
　
在

宅
一
日 木 介
一
い

繰

』

時

軒

曖 一
一

在
宅
介
護
を
補
助
し
、
在
宅
患
者
の
世
話
を

す
る
シ
ス
テ
ム
に
訪
問
看
護
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

主
に
医
療
機
関
及
び
地
方
自
治
体
に
よ
り
実
施

さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
日
大
板
橋
病
院
の
場
合
で
は
、
採

血

・
検
尿

・
血
圧
測
定
等
の
全
身
チ
ェ
ッ
ク
や

患
者
の
身
体
の
衛
生
保
持
の
た
め
の
入
浴
介
護
、

リ
ハ
ビ
リ
訓
練
の
補
助
等
を
内
容
と
す
る
訪
間

看
護
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
訪
問
看

護
の
対
象
者
は
、
医
師
や
病
棟
の
主
任
看
護
婦

か
ら
依
頼
さ
れ
た
患
者
を
、
訪
問
看
護
チ
ー
ム

が
面
接
し
た
後
、
相
談
の
上
決
定
さ
れ
る
が
、

主
に
、
退
院
後
の
在
宅
ケ
ア
の
う
ま
く
い
か
な

い
患
者
、
吸
引
器
等
医
療
処
置
の
多
い
患
者
、

老
夫
婦
世
帯
、
通
院
困
難
な
患
者
、
呼
吸
器
や

脳
血
管
障
害
等
の
慢
性
疾
患
を
も
つ
患
者
、
病

院
生
活
に
慣
れ
な
い
患
者
、
在
宅
す
る
こ
と
に

よ
り
社
会
復
帰
を
は
か
る
患
者
が
対
象
者
と
な

る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
有
料
の
場
合
も
あ
る

が
、
先
ほ
ど
改
正
さ
れ
た
老
人
保
険
法
に
よ
り
、

一
カ
月
以
上
入
院
し
た
老
人
の
場
合
は
、
六
カ

月
間
無
料
で
こ
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。

（
そ
の
他
の
場
合
は
、　
一
回
千
円
で
交
通
費
実

費
も
支
払
う
が
、
患
者
の
所
得
に
よ
り
減
免
さ

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
）

次
に
、
在
宅
看
護
に
つ
い
て
で
あ
る
。
ま
ず
、

患
者
に
対
す
る
家
族
の
役
割
を
あ
げ
る
と
、
食

事
の
世
話
、
排
泄
処
理
、
入
浴

ｏ
シ
ャ
ワ
ー
浴

介
助
、
患
者
の
怪
我
防
止
、
病
状
チ
ェ
ッ
ク
、

リ
ハ
ビ
リ
介
護
、
床
ず
れ
の
世
話
、
飲
薬
、
医

療
器
具
の
使
用
、
医
師
と
の
連
絡
、
通
院
の
付

添
い
、
患
者
の
激
励
、
家
の
経
済
的
問
題
解
決

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
こ
と
に
気
付
く
。
が
、
こ

の
よ
う
な
在
宅
看
護
の
決
め
手
と
な
る
こ
と
は
、

家
族
と
患
者
の
関
係
が
良
い
こ
と
と
患
者
の
生

活
環
境
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
日

大
板
橋
病
院
で
は
、
こ
の
二
点
に
つ
い
て
各
々
、

い
く

つ
か
の
観
点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
、
点
数
制

を
用
い
て
評
価
す
る
こ
と
に
よ
り
、
家
族
の
患

者
受
け
入
れ
態
勢
を
判
定
す
る
と
同
時
に
、
そ

れ
に
見
合
っ
た
訪
問
看
護
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

等
の
援
助
者
の
必
要
不
必
要
を
ア
ド
バ
イ
ス
し

て
い
る
。
そ
の
観
点
と
は
、
前
者
で
は
、
①
家

族
構
成

―
―
年
齢

ｏ
職
業

・
同
別
居

・
健
康
状

態
、
②
家
族
内
人
間
関
係

―
―
患
者
の
位
置
づ

け
と
役
割

・
家
族
間
の
役
割

・
決
定
権
の
保
有

者
、
③
患
者
の
援
助
度
に
見
合

っ
た
介
護
者
の

体
力

・
理
解
判
断
力
の
有
無
、
④
介
護
の
た
め

の
時
間
的
余
裕
の
有
無
、
⑤
介
護

へ
の
動
機
づ

け
や
意
欲
の
有
無
で
あ
る
。
ま
た
後
者
で
は
、

①
患
者
の
利
用
し
や
す
い
寝
室

・
風
呂

・
便
所

の
整
備
、
②
受
診
の
た
め
の
交
通
の
便
、
③
患

者
を
受
け
入
れ
る
経
済
的
余
裕
、
④
医
療
費
の

家
計
に
占
め
る
割
合
、
⑤
保
険
の
種
類
、
⑥
地

域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
⑦
社
会
保
障

制
度
等
社
会
資
源
の
積
極
的
利
用
、
以
上
で
あ

２一
。つ

ま
り
、
在
宅
看
護
は
、
患
者
と
家
族
の
協

力
が
必
要
で
あ
り
、
環
境
も
患
者
に
適
す
る
よ

う
に
整
備
し
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ

れ
に
は
社
会
資
源
を
大
い
に
活
用
し
て
家
族
の

負
担
を
少
な
く
し
、
患
者
と
家
族
が
共
倒
れ
に
な

ら
な
い
よ
う
な
道
を
探
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、

患
者
自
身
も
、
入
院
時
と
は
違
い
家
族
の

一
員

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
際
は
、
身
内
で
解
決
し
よ
う

と
せ
ず
、
ぜ
ひ
専
門
家
に
相
談
し
て
欲
し
い
。

（
Ｒ

ｏ
Ｎ
）
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一五‥
る一ヽ
野

戦
争
直
後
、
福
祉
や
老
人
問
題
と
い
う
言
葉

す
ら
耳
に
し
な
い
時
代
か
ら
そ
れ
ら
の
問
題
を

研
究
し
続
け
、
草
の
実
会
と
い
う
老
人
問
題
研

究
会
を
経
て
、
現
在
、
小
金
井
老
後
問
題
研
究

会
を
開
い
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、　
一
昨
年
、
風

邪
か
ら
急
性
肋
膜
炎
を
起
こ
し
て
倒
れ
、
ニ
カ

月
の
入
院
生
活
の
後
心
臓
を
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

で
動
か
す
と
い
う
状
態
で
あ
り
な
が
ら
も
元
気

に
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
か
ら
、
看
と
る

人
と
看
と
ら
れ
る
人
の
両
立
場
を
経
験
し
て
い

る
と
言
え
る
。

朝
日
新
聞
の

「
ひ
と
と
き
」
欄
の
投
稿
者
た

ち
の
横
の
つ
な
が
り
で
あ
る
草
の
実
会
は
、
昭

和
三
〇
年
に
初
め
て
老
人
問
題
研
究
会
を
開
い

た
。そ
し
て
そ
の
後
、
昭
和
四
六
年
九
月
か
ら
小

金
井
老
後
問
題
研
究
会
を
は
じ
め
た
。
経
済
も

低
成
長
時
代
を
迎
え
、
高
齢
化
社
会
が
そ
ろ
そ

ろ
問
題
に
な
り
は
じ
め
た
頃
で
あ
る
。
地
域
ア

ン
ケ
ー
ト
よ
り
、
老
後
問
題
と
は
、
①
病
気
に

な
る
不
安
、
②
年
金
問
題
、
③
人
間
関
係

（嫁

姑

・
夫
婦

・
親
子
関
係
）
、

④
住
宅
問
題
、
⑤

仕
事
と
生
き
が
い
と
い
う
結
果
を
得
た
。
こ
れ

を
大
別
す
る
と
、
自
分
自
身
の
努
力
で
解
決
す

る
問
題

（健
康
等
）
と
自
分
だ
け
で
は
解
決
で

き
な
い
問
題

（
社
会
保
障

・
年
金

・
医
療
）
の

二
つ
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
、
前
者
で
は

寝
た
き
り

に
な
ら
な
い
た
め
に
講
師
を
招
き
講

演
会
を
開
い
た
。
後
者
で
は
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
荻
島
秀
男
氏
の
講
演
を
聞
き
、

小
金
井
市
に
リ

ハ
ピ
リ
セ
ン
タ
ー
設
置
を
要
求

し
た
が
聞
き
入
れ
ら
れ
ず
、
リ
ハ
ビ
リ
相
談
日

を
月

一
回
設
定
し
た
。　
一
回
平
均
五
―
六
人
の

利
用
者
が
あ
り
好
評
だ

っ
た
が
、
そ
の
う
ち
相

談
日
に
来
ら
れ
な
い
人
や
家
族
が
連
れ
て
来
ら

れ
な
い
人
の
存
在
に
気
付
き
、
市
に
予
算
要
求

し
て
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
を
実
施
す
る
よ
う
に
な

っ

た
。が
、
結
局
、
寝
た
き
り
老
人
の
世
話
ば
か
り

で
な
く
家
族
の
こ
と
を
考
慮
し
た
ケ
ア
施
設
が

必
要
で
あ
る
こ
と
を
気
付
く
に
至
る
。

つ
ま
り
、

老
人
を
施
設
に
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
さ
せ
、
そ
の

間
家
族
が
休
養
を
と
れ
る
施
設
で
あ
る
。
老
人

総
合
研
究
所
の
老
人
追
跡
調
査
に
よ
り
、
介
護

者
の

一
番
困

っ
て
い
る
事
は
、
過
労
や
睡
眠
不

足

・
腰
痛
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
こ

う
し
た
ケ
ア
施
設
の
必
要
性
が
再
確
認
さ
れ
た
。

そ
こ
で
市
に
要
求
し
、
施
設
が
開
設
さ
れ
た
が
、

現
在
で
は
ベ
ッ
ト
数
が
不
足
し
、
介
護
者
が
倒

れ
て
か
ら
し
か
利
用
で
き
な
い
状
態
で
あ
る
。

や
は
り
、
ま
だ
ま
だ
福
祉
行
政
は
遅
れ
て
い
る

と
一言
え
る
。

最
後
に
、
病
人
経
験
談
か
ら

一
言
。
か
か
り

つ
け
の
地
域
開
業
医
と
病
状
に
合

っ
た
専
門
病

院
を
決
め
て
お
き
、
両
者
に
緊
密
な
連
絡
を
と

り
あ

っ
て
も
ら
う
と
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら

れ
る
。
ま
た
、
病
人
に
と

っ
て
仲
間
や
家
族

・

医
師
の
人
間
味
あ
る
暖
か
い
励
ま
し
の
言
葉
は

嬉
し
い
も
の
で
あ
る
。
地
域
ぐ
る
み
で
老
人
介

護
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い
と
思
う
。

（
Ｒ

Ｎ
）

私立都内大学附属病院

等 級 室 料

A(個室 )
B(″ )
C(″ )

57,000
43,000
21,000

450,000
200,000
200,000

D(2人 )
E(″ )

7,600
4,600
100,000
100.000

F(4人 )
G`″ ヽ

3,800
2,800
90,000
50,000

H(6人 ) 0 0

私立小金井市内病院
A(個室 )
R(″ ヽ

10;000
5.000

50,000
50,000

C(2人 )
D(″ )

4,000
4,500

50,000
50.000

E(4人 )
F(″ )

2,300

0

50,000
0
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一

寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
、
ま
ず
第

一
に
病
院
を
選
ぶ
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
日
本

人
は
、
自
分
や
家
族
の
病
気
以
外
に
病
院
に
興

味
関
心
を
持
た
な
い
。
寝
た
き
り
防
止
の
た
め

に
は
、
事
前
に
十
分
な
病
院
研
究
を
し
、
各
疾

病

・
病
状
に
合

っ
た
病
院
選
択
を
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。
で
き
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め
選
ん

だ
病
院
に
診
察
に
行
き
、
そ
こ
の
診
察
券
を
手

に
入
れ
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
と
い
う
の

は
、
診
察
券
は
、
そ
こ
の
病
院
の
登
録
患
者
で

あ
る
こ
と
を
証
明
し
、
救
急
の
場
合
、
優
先
的

に
診
察
を
受
け
ら
れ
、
玄
関
払
い
を
避
け
ら
れ

る
か
ら
で
あ
る
。
救
急
の
際
、
救
急
車
に
よ

っ

て
運
ば
れ
る
病
院
が
必
ず
し
も
完
全
な
救
急
医

療
体
制
を
整
え
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
の
で
注

意
が
必
要
で
あ
る
。
二
四
時
間
オ
ー
プ
ン
体
制

を
掲
げ
る
救
急
病
院
で
あ

っ
て
も
全
疾
病
に
対

し
て
常
時
診
察
可
能
と
い
つ
わ
け
で
は
な
く
、
待

機
し
て
い
る
の
は
当
直
医

一
人
と
い
う
ケ
ー
ス

も
少
な
く
な
い
。
救
急
車
も
当
直
医
の
専
門
分

野
を
検
討
せ
ず
、
所
属
区
内
の
最
寄
り
の
救
急

病
院
に
運
び
込
む
傾
向
が
あ
る
。
ゆ
え
に
外
科

医
の
も
と
に
運
ば
れ
た
脳
卒
中
患
者
は

一
命
を

落
と
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
よ
う

な
状
況
に
お
け
る
我
々
の
自
衛
策
と
し
て
は
、

普
段
か
ら
病
院
を
よ
く
研
究
し
、
必
要
な
病
院

を
リ
ス
ト

・
ア
ッ
プ
し
、
診
察
券
を
手
に
入
れ

る
と
と
も
に
、
救
急
時
の
当
直
医
の
専
門
分
野

を
把
握

し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
選
択

し
た
病

院
に
確
実
に
運
ん
で
も
ら
う
た
め
に
、

民
間
の
有
料
救
急
車
を
調
べ
、
利
用
す
る
と
よ

い
。寝

た
き
り
防
止
の
第
二
は
、
脳
卒
中
を
予
防

す
る
こ
と
で
あ
る
。
数
あ
る
疾
病
中
、
寝
た
き

り
に
な
る
確
率
は
脳
卒
中
が
最
も
高
い
。
脳
卒

中
に
は
血
管
中
の
凝
血
に
よ
り
起
る
脳
血
栓
と

脳
の
全
領
域
に
亘
り
出
血
す
る
脳
出
血
が
あ
る
。

二
十
１
三
十
代
の
人
に
は
、
血
管
を
構
成
す
る

三
層
の
う
ち
、
弾
力
繊
維
で
で
き
て
い
る
中
層

が
弱
ま
り
こ
ぶ
状
に
な
る
動
脈
瘤
が
多
い
。
原

因
は
、
血
流
に
対
す
る
末
梢
血
管
の
抵
抗
度
を

示
す
血
圧
が
急
激
に
低
下
す
る
た
め
で
あ
る
。

そ
の
予
防
に
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
摂
取
量
を
控

え
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
特
に
、
化
学
調
味

料
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品
を
や
め
、
自
然
食
品

に
切
り
換
え
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
た
だ
し
漬

け
物
は
塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
な
る
の
で
例
外
で

あ
る
。

第
二
は
、
骨
折
や
リ

ュ
ウ
マ
チ
の
場
合
、
で

き
る
だ
け
早
期
に
リ

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開

始
す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
間
の
関
節
は
三
日
間

動
か
さ
ず
放
置
す
る
と
固
定
化
し
動
か
な
く
な

る
。
病
院
選
択
に
も
リ
ハ
ビ
リ
治
療
が
可
能
か

否
か
に
留
意
す
べ
き
で
あ
る
。

寝
た
き
り
に
な
っ
て
し
ま

っ
た
時
の
対
応
策

と
し
て
は
、
ま
ず
床
ず
れ

（専
療
）
に
気
を
付

け
る
こ
と
だ
。
軟
膏
は
決
し
て
ぬ
ら
な
い
こ
と
。

生
理
食
塩
水
に
浸
し
た
ガ
ー
ゼ
を
患
部
に
あ
て
、

晴
れ
た
日
に
は
患
部
を
日
光
浴
さ
せ
た
り
、
高

蛋
自
質
の
食
事
を
摂
る
と
よ
い
。
ま
た
床
ず
れ

防
止
用
の
波
型

マ
ッ
ト
は
、
身
体
に
対
し
て
縦

波
の
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。

尿
感
染
系

の
疾
病

（腎
孟
炎
等
）
は
、
水
分
不
足
よ
り
皮
膚
呼
吸

が
低
下
し
や
す
い
の
で
十
分
な
水
分
補
給
を
行

う
と
と
も
に
、
尿
を
酸
性
に
す
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ

を
摂
取
す
る
と
よ
い
。
足
首
は
布
団
の
重
み
で

伸
し
た
状
態
の
ま
ま
固
定
し
や
す
い
。
手

・
足

ｏ
首
等
大
き
な
関
節
を
で
き
る
だ
け
動
か
す
よ

う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

‥
一疇繁
赳
蟹
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間
¬  題

貢 蓼

吾J
″  ム

塩ネ6
生

六
月

一
六
日
、
土
曜
の
午
後
、
飯
田
橋
西
日

に
新
設
さ
れ
た
セ
ン
ト
ラ
ル
プ
ラ
ザ

一
五
階
の

東
京
都
婦
人
情
報
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
は
、
会
員

約
六
〇
名
、　
一
般
約
五
〇
名
の
参
加
者
で
い
っ

ぱ
い
、
自
分
の
老
い
の
設
計
に
思
い
を
め
ぐ
ら

す
人
も
い
ま
老
い
の
中
に
い
る
人
も
共
に

「
老

人
っ
て
何
か
」
を
学
び
合

っ
た
。

（プ

ロ
グ
ラ
ム
）

①

「
老
人
の
肉
体
的

・
生
理
的
変
化
を
医
学

的
見
地
か
ら
」
東
京
大
学
医
学
部
助
教
授

（老

人
病
学
教
室
）
折
茂
肇
さ
ん
、
②

「老
人
の
心

理
的
特
性
を
実
地
医
家
の
視
点
か
ら
」
西
山
病

院
院
長
渡
辺
庸

一
さ
ん
、
③

「
老
後
生
活
の
生

き
が
い
と
死
に
が
い
の
視
点
か
ら
」
中
央
大
学

名
誉
教
授

（
日
本
老
年
社
会
科
学
会
会
長
）
那

須
宗

一
さ
ん
、
④

「
中
高
年
期
に
お
け
る
成
熟

し
た
性
の
行
方
」
共
同
通
信
社
編
集
委
員
斉
藤

茂
男
さ
ん
、
⑤

「文
学
に
描
か
れ
た
老
い
に
老

人
像
を
探
る
」
樋
口
恵
子
さ
ん

（
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
は
沖
藤
典
子
さ
ん
）
。

①
で
は
、

「老
化
」
と
は
成
熟
期
以
後
個
体

の
機
能
が
失
わ
れ
死
に
到
る
ま
で
の
状
態
を
い

う
こ
と
、
年
を
と
る
と
細
胞
が
へ
る
た
め
臓
器

の
重
さ
が
減
る
こ
と
、
八
項
目
の
老
人
病
の
特

徴
な
ど
医
学
的
な
話
を
聞
く
う
ち
に

″
年
は
と

り
た
く
な
い
な
あ
″
と
少
々
絶
望
的
に
な
っ
た

が
、
②
で

「
医
者
は
病
的
な
面
だ
け
を
み
る
」

と
精
神
科
医
の
渡
辺
さ
ん
が
指
摘
さ
れ
、
正
直

ホ
ッ
と
し
た
。
そ
し
て
、　
・
ヒ
ス
テ
リ
ー

（人

の
注
意
を
ひ
き

つ
け
る
た
め
の
病
気
）
、　
・
自

分
の
悪
口
を
言
う
な
ど
自
分
を
被
害
者
と
し
て

感
じ
る
、　
・
我
慢
が
足
り
な
く
な
る
。
特
に
お

こ
り

っ
ぼ
く
な
り
、
食
欲
な
ど
低
級
欲
望
が
増

大
す
る
、　
・
い
つ
も
体
の
ど
こ
か
が
悪
い
と
悩

む
、　
・
ひ
ね
く
れ
症
、
こ
の
五
つ
の
う
ち
ど
れ

か
あ
る
人
は
年
寄
り
で
あ
り
、
こ
れ
が
進
行
す

る
と
無
力
状
態
に
な
り
何
も
し
た
く
な
く
な
り

一
日
ボ
ヤ
ッ
と
す
る
方
向
に
向
か
う
そ
う
。
人

間
は
ソ
サ
イ
ア
テ
ィ
の
中
で
自
分
が
い
ら
な
い

存
在
に
な
っ
た
と
き
、
前
述
の
状
態
が
に
わ
か

に
出
始
め
、
そ
の
ル
ー
ツ
は
加
害
者
に
対
す
る

被
害
者
の
オ
ン
ネ
ン
で
あ
る
、
な
ど
の
指
摘
に

は
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

③
の
那
須
さ
ん
か
ら
は
、
老
後
を
受
け
入
れ

て
、
そ
の
中
で
い
か
に
華
や
ぐ
か
が
話
さ
れ
た
。

④
で
は
、
潜
在
的
に
日
本
の
家
庭
の
中
で
深
刻

に
な
っ
て
い
る
ボ
ケ
と
老
人
セ
ッ
ク
ス
を
取
材

し
た
斉
藤
さ
ん
か
ら
、

「老
人
」
を
取
材
し
て

行
く
過
程
で
、
自
分
が
先
入
観
を
持

っ
て
い
た

こ
と
に
気
づ
き
、
人
間
の
生
き
方
そ
の
も
の
を

考
え
る
テ
ー
マ
に
な
っ
て
き
た
こ
と
、
明
治
に

な
っ
て
か
ら
富
国
強
兵
の
た
め
女
の
性
は
家
を

守
り
子
を
産
む
性

―
―
下
半
身
の
生
殖
の
た
め

の
性
と
し
て
閉
ざ
さ
れ
、
そ
の
性
意
識
は
今
も

続
い
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
。
人
間
に
と
っ
て
の

セ
ッ
ク
ス
と
は
男
と
女
が
対
等
の
立
場
で
心
と

心
を
通
わ
せ
る
多
様
な
肉
体
の
関
係
で
あ
る
と

の
指
摘
に
は
会
場
か
ら
共
感
の
拍
手
が
湧
い
た
。

⑤
で
は
、
著
者

『
愛
し
き
は
老
い
』
で
文
学

の
中
の
老
人
た
ち
を
描
い
た
樋
口
さ
ん
が
日
本

と
欧
米
文
学
に
描
か
れ
る
老
人
た
ち
の
年
齢
の

差
や
、
そ
の
生
き
方
の
大
き
な
違
い
な
ど
を
豊

富
な
例
を
引
い
て
報
告
。

「生
と
対
立
す
る
の

は
死
で
は
な
く
老
い
で
あ
る
」
と
い
う
ボ
ー
ボ

ワ
ー
ル
の
言
葉
と
対
象
的
に
、
日
本
人
は
老
い

は
死

へ
の
連
続
と
考
え
る
な
ど
の
興
味
深
い
問

題
提
供
が
続
い
た
。

（
Ｋ
ｏ
Ｈ
）
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男   あ 人 好   を 教 教 威  V提 会 八 高 l高 人  .
人
生

八
十

年
時
代

の
課
題

性
の
場
合
、
肉
体
的
に
不
可
能

に
な
る
こ
と
が

あ
る
が
、
女
性
は
死
ぬ
ま
で
よ
い
。
年
を
と

っ

た
男
と
若
い
女
性
と

一
緒

に
な
る
ケ
ー
ス
は
多

い
が
、
こ
の
逆
だ
と
批
判
の
視
線
が
集
ま
る
。

女
性
映
画
ス
タ
ー
が
こ
の
タ
ブ

ー
を
打
ち
破
り

つ
つ
あ
る
が
、
い
ず
れ
タ
ブ
ー
で
は
な
く
な
る

だ
ろ
う
。
」

―

老
い
ら
く
の
恋
を
ど
う
思
う
か

―

「
若
者
の
恋
は
ズ
ポ
ー
ツ
で
あ
り
、
競
技
で

あ
る
。
老
人
の
恋
は
、
実
は
経
験
が
あ
る
た
め

に
よ
り
深
さ
を
も

つ
。
若
者
と
は
ち
が
う
形

の

恋
で
あ
り
、
決
し
て
否
定
さ
れ
る
べ
き
も
の
で

は
あ
る
ま
い
。
」

―

長
寿
を
得
ら
れ
る
方
途
は
あ
る
の
か

―

「
肉
体
的
に
は
食
事
と
適
度
な
運
動
が
ポ
イ

ン
ト
に
な
る
。
日
本
人
の
食
事
は
塩
分
の
と
り

す
ぎ
に
難
が
あ
る
が
、
海
産
物
の
食
事
な
ど
長

寿
に
合

っ
て
い
る
。
タ
バ
コ
は
い
け
な
い
。
ア

ル
コ
ー
ル
も

一
日
に
ビ
ー
ル

一
本
、
ワ
イ
ン
を

グ
ラ
ス

一
杯
程
度
な
ら
い
い
が
過
ぎ
る
の
は
よ

く
な
い
。
運
動
は
歩
く
こ
と
が
て
っ
と
り
早
く

て
安
あ
が
り
。

精
神
的
に
は
、
第

一
に
目
的
を
も

つ
こ
と
。

第
二
に
社
会
的
な
つ
な
が
り
、

つ
ま
り
人
間
関

係
の
支
え
が
い
る
。
親
し
い
友
人
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
が
必
要
。
男
性
が
老
齢

に
い
た

っ
て
妻
を

失
う
と
、　
一
人
で
生
き
る
力
を
失
う
が
、
女
性

が
夫
を
失

っ
て
も
生
き
て
い
け
る
の
は
、
お
そ

ら
く
女
は
日
ご
ろ
か
ら
地
域
社
会
に
人
間
的
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
よ
り
多
く
持

っ
て
い
る
か
ら
で

は
な
い
か
。
」

―

寿
命
が
延
び
れ
ば
老
齢
化
社
会
の
問

題
が
お
こ
っ
て
く
る
の
で
は
？

―
―

「
昔
に
く
ら
べ
て
、
寿
命
も
の
び
人
口
も
増

え
た
現
代
の
ほ
う
が
、
働
く
も
の
の
負
担
は
は

る
か
に
少
な
い
。
労
働
時
間
も
短
縮
さ
れ
た
で

は
な
い
か
。
技
術
の
進
歩
で
食
料
不
足
も
次
第

に
な
く
な

っ
て
い
く
だ
ろ
う
し
、
生
産
力
も
さ

ら
に
上
が
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
阻
害
す
る
の
は

核
兵
器
競
争
だ
け
だ
。

と
に
か
く
老
人
を
社
会
か
ら
完
全
に
″
退
職
“

さ
せ
る
の
は
よ
く
な
い
。
何
ら
か
の
形
で
社
会

に
貢
献
す
る
道
を

つ
く
る
べ
き
だ
。
そ
れ
が
新

し
い
社
会
の
最
大
の
課
題
だ
。
」

（
５
丹
・６
日
毎
日
）

（Ｍ
・
Ｉ
）



「
グ
ル
ー
プ

・
あ
し
た
」

「グ
ル
ー
プ

・
あ
し
た
」
は
、
昭
和
五
八
年

一
月
か
ら
二
月
ま
で
地
域
の
小
和
田
公
民
館
で

行
わ
れ
た

「教
育
講
座

″
女
性
と
老
後
″
」
の

受
講
生
た
ち
が
集
ま

つ
て
出
来
た
グ
ル
ー
プ
で

現
在
ヽ
会
員
は
男
性

一
名
を
加
え
て
二
四
名
。

こ
の

「
高
齢
化
社
会
を
考
え
る
女
性
の
会
」

の
こ
と
は

「
女
性
と
老
後
」
で
講
師
の
沖
藤
典

子
さ
ん
か
ら
伺
い
、
早
速
去
年
六
月
か
ら
入
会

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

現
在
は
ま
だ

″行
動
す
る
″
と
い
う
段
階
ま

で
至
ら
ず
、
目
下
学
習
活
動
を
主
と
し
て
行
っ

て
い
ま
す
。
去
年
は

「
か
な
が
わ
女
性
会
議
」

の
福
祉
部
会
で
計
画
し
た
″
福
祉
施
設
め
ぐ
り
″

に
参
加
、

「
小
田
原
の
長
寿
園
老
人
ホ
ー
ム
」

と
横
須
賀

・
田
浦
の
キ
リ
ス
ト
教
会
館
を
会
場

に
し
て
の
地
域
の
独
居
老
人
を
対
象
に
し
た
羅

食
サ
ー
ビ
ス
」
の
ニ
カ
所
を
見
学
。
そ
の
他
料

理
教
室
」

「
保
健
婦
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
家
庭

看
護
の
し
か
た
」
等
を
勉
強
し
ま
し
た
。

今
年
は
第

一
の
柱
と
し
て
は

「
自
分
史
を
語

る
」
と
い
う
こ
と
を
と
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の

:                                                                                                   ;

メ
ン
バ
「
が
自
分
の
た
ど

つ
て
来
た
道
を
発
表

す
る
と
い
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

来
る
九
月
八

・
九
日
お
隣
り
で
行
わ
れ
る
フ

ェ
ス
テ
ィ
パ
ル
″
女
性
が
つ
く
る
老
後
の
文
化
″

に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

（中
村
和
子
）
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一
事

務

局

だ

よ

り

一

お
暑
く
な
り
ま
し
た
が
、
お
元
気
に
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た
通
り
、

事
務
局
員
が
交
代
し
ま
し
た
。
谷
嶋
陽
子
、
岡

部
信
子
両
先
輩
は
、
引
続
き
運
営
委
員
と
し
て
、

本
会
に
ご
協
力
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

新
任
の
藤
原
久
子
、
貴
島
操
子
両
名
は
、
み

な
さ
ま
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
熱
意
に
あ

ふ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
不
馴
れ
の
た
め
、
何
か

と
行
き
届
か
な
い
点
が
あ
る
か
と
存
じ
ま
す
。

先
輩
が
建
設
さ
れ
た
軌
道
の
上
を
脱
線
し
な
い

よ
う
に
走
り
た
い
と
念
じ
て
お
り
ま
す
の
で
、

前
任
者
同
様
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

い
ま
、
事
務
局
は
、
九
月
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

に
向
け
て
、

フ
ル
回
転
中
で
す
。
パ
ー
テ
ィ
ー

参
加
の
お
申
し
込
み
や
宿
泊
の
ご
相
談
も
承

っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
早
目
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

神
奈
川
県
立
婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宿
泊
は
、

七
日
の
み
余
裕
が
あ
り
ま
す
。
八
日
は
満
員
に

な
り
ま
し
た
の
で
、
他
の
宿
舎
を
ご
紹
介
と
い

う
形
に
変
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（下
図
参
照
）
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●小田急線 片瀬江の島駅下車 徒歩15分

婦人総合セ ンター下車徒歩 4分 爾 シリ τ当智金を tた 夜

々
恐
縮
で
す
が
、

こ
の
機
会
に
お
納

替

の
口
座
番
号
は

高
齢
化
社
会
を
よ

五
九
年
度
分
会
費

れ
た
か
た
は
、
六

た
だ
き
ま
し
た
の

な
さ

ま

に
お
目

に

総
合
セ
ン
タ
ー

〇

四
エハ
エ〇

一
一七

●大船駅前から京急 /ヽス〈江の島行き〉―江

字 を 呼 ¥I姿
型
零

分

↑ 基 2脅
承 さ め

L四 °
は
｀

で 春 に で 十 郵
｀
善

E菫 `F具 終讐碁丁圭君暮
:異
`::ξ
i[][]J「

二   か  で ○ を く ¬ め 会

三  省 」言尋婁愚:昴

事
務
局
は
き
た
る
八
月

一
五
日
（水
）
、
一
七

日
（金
）
、　
二
〇
日
（月
）
に
夏
季
休
暇
を
と
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
八
月
、

九
月
の
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス
は
、
九
月
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
と
合
体
し
ま
す
の
で
、
当
事
務
局
で
の

開
催
は
中
止
い
た
し
ま
す
。

本
人
Ｙ
？
０
６
人
Ｙ
Ｙ
９
０
ム
Ｘ
Ｙ
９
０
ふ
入
Ｙ
？

秋
の
料
理
教
室
の
お
知
ら
せ

少
々
気
の
早
い
お
知
ら
せ
で
す
が
、
恒
例
の

料
理
教
室

（
協
賛

・
日
本
乳
業
協
議
会
）
の
秋

の
予
定
案
が
決
ま
り
ま
し
た
。

ま
ず
、
講
師
は
テ
レ
ビ
や
新
聞

・
雑
誌
で
お

な
じ
み
の
小
林
カ
ツ
代
さ
ん
で
す
。
簡
単
で
、

お
い
し
い
料
理
を
楽
し
く
教
え

て
く
だ
さ
い

ま
す
。

（都
合
に
よ
り
会
場
変
更
あ
り
）

場
所
は
、
新
宿

・
小
田
急
デ
パ
ー
ト
の
ｎ
階

″
辻
ク

ッ
キ
ン
グ

・
サ
ロ
ン
“

時
間
は
、
ｌｏ
月
”
日
（月
）
、
１
時
３。
分
１
４

時
３。
分
ま
で
で
す
。

さ
さ
や
か
な
秋
の

一
日
親
睦
の
意
味
を
含
め

て
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

至片瀬海岸

11の Ib弁 天橋 41のヽ大橋
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